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１. 検討目的と活動内容 

1.1 検討目的 
 

昭和３８年名神高速栗東～尼崎が開通して早４５

年が経過した。当時はトンネル照明、道路交通情報

提供、道路通信設備等の設置も暗中模索で設置され、

その後高速道路建設の伸びとともに順次設計要領、

設置基準、機材仕様書類が整備され、設置基準類に

ついては標準化されてきている。また道路施設は社

会的ニーズの変化と電気通信技術革新に応じて随時

新たな情報提供施設等が整備されてきた。 

高速道路延長は８，０００Ｋｍとなり道路設備関係

の資産は１兆円を超え、またそれらの設備は道路の

安心安全を支え、重要性は高まっている。特に最近

は１，５００本以上あるトンネルの安心安全な走行

のための設備、リアルタイムな道路交通情報施設

（ITS 設備）、より確実で便利に使えるＥＴＣシステ

ムなど、２４時間高い信頼性を求められる施設が多

く、今や日本で最も重要な社会インフラ設備の一つ

といえる。この重要インフラをいかに効率的に管

理・運用するかが課題となっている。 

以上の状況を踏まえ、本研究委員会では道路施設の

管理運用についてＩＣＴ等の技術の動向を見つつ、

次世代の設備の運用故障監視・点検技術、信頼性向

上技術、省エネ技術などを調査、検討をするものと

する。 

 

1.2 活動内容 
 

当調査専門委員会は調査期間平成２１年７月～平成２

３年６月で、小澤慎治愛知工科大教授を委員長として委

員 18 名で、道路施設の管理運用についてＩＣＴ等の技術

の動向を見つつ、次世代の設備の運用故障監視・点検技

術、信頼性向上技術、省エネ技術などを調査、検討をす

ることを目的に活動を行った。2 年間で委員会を 8 回と予

定通り実施し、特に高速道路の現場施設の調査を委員会

に合わせて計 5 回行い、机上検討だけにならないように

現地実態を踏まえた検討を行った。 

1.2.1 検討手順 

下記の手順で活動を行った。 

① 道路施設の管理運用の課題を共通認識し、活動の方

向性を検討する 

② 現地で様々な道路施設の配備の状況を視察し、今後

の課題を議論する 

③ 次世代の運用監視技術、省エネシステム技術の動向

調査を行う 

④ 次世代の先進的管理運用技術に向けた検討 

⑤ まとめ 

  

1.2.2 検討内容とスケジュール 

第１回（平成２１年７月１４日） 

 場所：NEXCO 東日本 本社 

 検討内容：検討方針、道路施設監視システム概要、道路

の維持管理時代のＩＴＳ、今後の検討スケジュール 

 

第２回（平成２１年１１月１１日） 

場所：首都高速道路 中央環状新宿線建設事務所 

検討内容：大都市の長大トンネル安全設備の配置・運用

計画等調査 

 

第３回（平成２２年２月９日）  

現地検討会：NEXCO 中日本 一宮道路管制センター 

検討内容：新東名高速道路のＩＴＳ設備計画、管理者用

ユビキタスシステム、ＣＣＴV の交通センサス利用、Ｃ

hi-Bus のプローブ応用に関する研究 

 

第４回（平成２２年５月１８日） 

場所：阪神高速道路 大阪管理部 

検討内容：阪神高速道路交通管制、設備監視システム調

査、超伝道ケーブル開発状況、所要時間情報に対する意

識と増加減情報提供の効果 

 

第５回（平成２２年７月１３日） 

場所：NEXCO 中日本 掛川工事事務所 

検討内容：新東名実験施設調査、最近の遠隔保守技術の

動向 

 

第６回（平成２２年１０月１９日） 

場所：NEXCO 東日本 岩槻交通管制センター 

検討内容：NEXCO 東日本 岩槻交通管制・設備監視セン

ターにて NEXCO の交通管制と設備監視状況調査、 ビル

管理システムの動向 

 

第７回（平成２３年３月１日） 

場所：NEXCO 西日本 和歌山管理事務所 

検討内容：トンネル予測方式換気制御調査、最近の画像

認識技術 

 

第８回（平成２３年５月３１日） 

場所：NEXCO 総合技術研究所 

検討内容：大規模地震等を考慮した交通管制（NEXCO 東

日本 東北支社での事例）、CCTV の IP 化と映像圧縮技術

を活かした製品の技術動向調査 
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